
年度

四半期 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

JGC 再審査 審査結果発表

協議会 通常総会 臨時総会 通常総会

予算額

人員

・市役所内実務担当者会議の定期開催
・市役所内横断的プロジェクトを立ち
上げ、３つのプログラムのコンセプト
の違い及び関連性を明確にする

※
〇

◎ ● ●

・それぞれのプログラムの活用ビジョ
ンの深化と連携促進
・プロジェクトの取組を基に協議会内
での意思統一を図り、情報を共有した
上でジオパークの活動をさらに発展さ
せる

※
◎

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３つのプログラムの関係者（ガイドや
地域住民）に対しても啓発を行い、共
通認識の醸成を進める

※
◎

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

３つのプログラムのコンセプトや関わ
りを明確化にした上で、専門部会の協
力を得ながらストーリーを再構築する

※
◎

〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

完成したストーリーを核にして地域住
民や観光関係団体に対し３つのプログ
ラムの関連性や必然性の周知を行う

※
◎

● ● ● 〇 〇 ● ● 〇

既に観光で活用されている20箇所程度
をサイトとして設定し活用していく

※
◎

〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

①予備調査の段階で選出されている237

の旧ジオポイントを地質/非地質に分類
し必要に応じて名称を変更する

②文化・自然・災害の種別に分類する

③活用のため、研究者向け・学習向
け・一般向け等の分類を行う
以上の工程を経てサイトを再選定し、
必要に応じて既存のサイトに追加する

※
◎

◎ 〇 ● ● 〇

3
視認性の向
上

3
「佐渡ジオパー
ク」という文字の
視認性の向上

観光客や地域住民への、公共交
通機関や公共施設、観光地な
ど、どこに行っても佐渡島がジ
オパークの島であることの意識
付けがなされている

交通機関、宿泊・観光施設などへポス
ターやのぼり旗等を設置する。特に玄
関口である３港の部分の強化を図る
公共施設等においても連携の強化を進
め、視認性を向上する

※
◎

〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

文化財で定められている保存方針に準
じて推進協議会としてのサイトの保護
保全方針を策定する

※
◎

〇 〇 ● ● 〇 ● ●

推進協議会と文化財担当部署、地域住
民が連携してサイト等の現況を調査
し、情報を共有する

〇 ● ● ● ● ●

地域住民への啓発活動 〇 〇 ● 〇

日本ジオパーク委員会による再認定審査の指摘事項に対応するためのアクションプラン

佐渡ジオパーク推進協議会

実施体制 実施工程

推進協議会部会 2018(H30)年度 2019(H31)年度

18,458千円（うち協議会12,390千円） 未定（前年度予算ベース）

1年以内に対応す
べき事項

原案作成（※）　実施主体（◎）　協力者（〇）　情報共有（●） 7名（臨時職員2名含む） 7名（臨時職員2名含む）
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JGCからの指摘事項
（要約）

ジオパーク、世界
文化遺産、世界農
業遺産の類似点と
相違点の理解

ジオストーリーの
再構築に基づく世
界文化遺産、世界
農業遺産とジオ
パークとの関わり
の明確化

ユネスコ世界ジオ
パークが提唱する
地質、自然（もし
くは生態）、文化
サイトに分類し、
佐渡ジオパークと
してのサイトを再
設定すること

化石や鉱物などを
含む地層の保護・
保全の方針の決定

３つのプログラムの目的の位置
付け、役割分担を明確にし、そ
れぞれが現在掲げているビジョ
ンを深化させ、さらに活用しや
すくするための各プログラムの
連携が図られている

佐渡の地質の特性とその上に成
り立った景観・人の暮らし、文
化について整理し、３つのプロ
グラムの関わりを明確にした上
で、佐渡全体を語れるストー
リーを再構築している
このストーリーを核にして、３
つのプログラムの関連性や必然
性の周知に取り組んでいる

“旧ジオポイント”を地質・自
然・文化サイトに分類し、この
中から観光や新たなストーリー
と関連づけてサイトを再設定
し、教育現場や地域住民がそれ
を活用した取り組みを行ってい
る

各サイトにおいて適切な保護･保
全が行われている

対応するための具体的行動

〇
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究
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教
育
部
会

事
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プロジェクト

サイト設定

サイト活用
サイト活用（継続）

（継続）

（継続）

ビジョンの深化と連携 （継続）

（継続）

（継続）

実務担当者会議

①・②・③

（継続）

協議会内の意思統一 （継続）
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四半期 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

JGC 再審査 審査結果発表

協議会 通常総会 臨時総会 通常総会

①再設定後のサイトを周遊するための

パンフレットの作成計画を、広報部
会、事業部会を中心に観光団体の協力
を得て策定する

②①の計画に基づき、関係者の協力を

得ながらサイト案内のパンフレットを
作成する

③観光を含めた他の情報発信サイトを

活用して各サイトの周遊に関する情報
を提供する

※
〇

〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

①小木半島エリアをモデルコースに設

定し活用していく

②既に観光コース等となっているもの

もブラッシュアップしコース設定を行
い活用していく

③その他のコース作りについて、観光

関係者やガイド、地域住民と連携して
進める

※
〇

〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

会員の議論に沿った形でのワーク
ショップ等の開催

※ ● ● ◎ ● 〇 〇 〇 〇

運営委員会において各部会の役割（何
を行うか）を具体的に指示するととも
に、各部会の活動状況について運営委
員会並びに総会で情報共有する

※
〇

◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ● ● ●

既存の看板・冊子媒体類の内容を調査
し、改善内容を決定する

※
◎

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上記の決定内容に基づき、看板等の改
修・冊子類を更新する（随時）

※
〇

〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

ウェブやアプリなどの活用について検
討し、実用化を図る

※
〇

◎ ● 〇 ● ● ●

ジオパーク推進室（推進協議会）の事
務室を佐渡博物館内に移設し、拠点と
しての強化を図る（平成30年度内見込
み）

※
◎

● ● ● ● 〇 ● ● ● ●

佐渡博物館におけるジオパークに関す
る展示・インフォメーション機能を見
直し、充実を図る

※
◎

〇 〇 〇 ● ● ● ●

佐渡金銀山のガイダンス施設における
金銀山とジオパークの関りについての
情報発信
他の博物館・資料館等の展示の充実

※
◎

〇 〇 ◎ ● ● ● ●

実施工程

推進協議会部会 2018(H30)年度 2019(H31)年度

ガ
イ
ド
協
会

原案作成（※）　実施主体（◎）　協力者（〇）　情報共有（●）
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観光導線の
構築

活動の活性
化

看板・冊子
類の改善

拠点施設再
整備

2年以内に対応す
べき事項

方向性
（2年後のあるべき姿）

来島者が迷うことなく各サイトを回
れるように、佐渡の玄関口から各サ
イトへ誘導するために必要なコンテ
ンツの整備と、巡るための仕組みが
できている
案内実績の豊富なサイトを中心に観
光関係者やガイド、地域住民との連
携によりモデルコースを設定し活用
している

協議会会員がそれぞれの団体等での
活動を検討し、その内容を全体で共
有することにより協議会の活性化を
図る仕組みができている
各部会においては、与えられた課題
の解消のため協議し行動するための
仕組みができている

既存の看板・冊子類の内容を調査
し、わかりにくいものについて小学
生を含む多様な世代にわかりやすい
表示へ更新している
看板類については差替えによる更新
について検討するとともに、看板を
補完する手段としてのSNS等の活用に
ついても検討を進める

佐渡博物館において、ジオパークに
関する展示・インフォメーション機
能を充実し、ジオパークの拠点施設
としての機能を強化している
新たに設置される佐渡金銀山のガイ
ダンス施設においても、金銀山とジ
オパークの関わりについての情報発
信を行う
併せて他の博物館・資料館等も展示
の充実を図りながら観光導線を意識
した情報発信を行う

サイトの再設定に合わ
せて佐渡ジオパークを
効率的に周遊するため
の導線の整備

協議会全体の実質的な
活動の活性化

専門的すぎる看板や冊
子媒体類の改善

佐渡博物館を含む拠点
施設の再整備と系統的
な情報発信の実施

①パンフレット作成計画策定

②パンフレット作成

③情報サイトを活用した情報提供

①

②・③


